


 
 





6Semboku  City  Public  RelationsSemboku  City  Public  Relations

災
害
廃
棄
物
の
現
状

　

仙
北
市
で
は
、
岩
手
県
沿
岸
北
部
の
災
害
廃
棄
物
の

受
入
検
討
に
あ
た
り
２
月
13
日
（
月
）
に
市
民
参
加
に

よ
る
現
地
視
察
を
、
岩
手
県
沿
岸
北
部
４
市
町
村
で
被

害
が
大
き
い
野
田
村
で
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
38
人【
市

議
会
議
員
・
各
種
団
体
代
表
・
向
生
保
内
地
区
代
表
】

そ
の
他
、
秋
田
県
職
員
２
人
・
市
職
員
３
人

岩
手
県
災
害
廃
棄
物

　
市
民
参
加
に
よ
る
現
地
視
察

瓦が
れ
き礫
処
理
の
現
状

　

視
察
先
の
野
田
村
へ
出
発
す
る
前

に
秋
田
県
職
員
に
よ
り
、
市
役
所
田

沢
湖
庁
舎
周
辺
の
空
間
放
射
線
量
を

測
定
し
た
と
こ
ろ（
測
定
機
器
：
サ
ー

ベ
メ
ー
タ
使
用
、
測
定
方
法
：
高
さ

１
㍍
、
30
秒
間
隔
、
計
５
回
測
定
）

測
定
値
は
０
・
04
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

ル
ト
／
時
で
し
た
。（
写
真
①
）

　

移
動
時
間
を
利
用
し
、
市
職
員
か

ら
災
害
廃
棄
物
や
市
の
基
本
的
考
え

方
に
つ
い
て
、
ま
た
、
秋
田
県
職
員

か
ら
放
射
能
と
そ
の
測
定
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
地
到
着
後
、
岩
手
県
久
慈
地
区

合
同
庁
舎
内
で
県
北
広
域
振
興
局
長

か
ら
、
被
災
当
時
の
津
波
に
よ
る
被

害
に
つ
い
て
動
画
を
交
え
て
説
明
を

受
け
、
改
め
て
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。（
写
真
②
）

　

そ
の
後
瓦が
れ
き礫
の
１
次
仮
置
き
場
へ

移
動
し
、
災
害
廃
棄
物
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
な
が
ら
岩
手
県
野
田
村
の

現
状
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

野
田
村
（
十
府
ヶ
浦
）
１
次
仮
置

き
場
で
野
田
村
職
員
か
ら
状
況
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
未
だ
に
分
別
や
処

理
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
し
た
。

　

説
明
後
、
１
次
仮
置
き
場
の
バ
ッ

ク
グ
ラ
ン
ド
の
空
間
放
射
線
量
を
測

定
（
測
定
方
法
：
高
さ
１
㍍
、
30
秒

間
隔
計
５
回
測
定
）。
結
果
は
０
・

06
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
で
し

た
。（
写
真
③
）

※
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
と
は
瓦
礫
か
ら

の
放
射
線
の
影
響
を
受
け
な
い
範

囲
。

　

続
い
て
瓦
礫
の
空
間
放
射
線
量
を

測
定
。
測
定
場
所
は
瓦
礫
を
中
心
に

東
西
南
北
の
４
カ
所
と
市
民
か
ら
の

要
望
カ
所
の
計
５
カ
所
。
測
定
結
果

は
０
・
05
～
０
・
07
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
／
時
。
こ
の
測
定
結
果
は
秋

田
市
で
測
定
さ
れ
た
空
間
放
射
線
量

の
０
・
０
２
２
～
０
・
０
８
６
マ
イ
ク

ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
と
ほ
ぼ
同
レ
ベ

ル
で
し
た
。（
写
真
④
⑤
）

　

最
後
に
野
田
村
（
米
田
）
に
あ
る

２
次
仮
置
き
場
を
車
中
か
ら
視
察
。

こ
こ
で
は
分
別
が
か
な
り
進
ん
で
い

ま
し
た
。

被
災
地
の
課
題

　

今
回
の
視
察
で
は
、
秋
田
県
の
協

力
で
空
間
放
射
線
量
の
測
定
を
行
っ

た
結
果
、
野
田
村
の
空
間
放
射
線
量

は
秋
田
県
と
同
レ
ベ
ル
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
地
震
災
害
、
津
波
被
害
の
甚

大
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
現
地
視
察

に
な
り
ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
ま
も
な
く
１
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
瓦
礫
の
分

別
、
処
理
が
未
だ
に
進
ん
で
い
な
い

所
も
あ
り
、
こ
の
瓦
礫
処
理
問
題
が

復
興
へ
の
最
大
の
障
害
に
な
っ
て
お

り
、
早
期
の
広
域
処
理
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

野田村（十府ヶ浦）１次仮置き場
大量の瓦礫を前に説明を受ける視察参加者

①②③④⑤

岩手県
野田村

Ｑ
：
秋
田
県
以
外
に
全
国
で
広
域

処
理
に
手
を
挙
げ
て
い
る
自
治
体

は
あ
る
の
か
。　

Ａ
：
静
岡
県
島
田
市
・
青
森
県
八

戸
市
・
神
奈
川
県
・
埼
玉
県
、
ま

た
、
東
京
都
で
は
広
域
処
理
を
既

に
行
っ
て
い
ま
す
。

※
広
域
処
理
と
は
全
国
の
廃
棄
物

処
理
施
設
で
、
被
災
地
で
処
理
し

き
れ
な
い
災
害
廃
棄
物
を
処
理
す

る
こ
と
。

Ｑ
：
岩
手
県
内
で
不
燃
物
を
処
理

で
き
る
所
は
何
カ
所
あ
る
の
か
。

Ａ
：
岩
手
県
の
県
の
施
設
で
対
応

が
で
き
る
の
は
岩
手
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
１
カ
所
だ
け
で
す
。

Ｑ
：
仙
北
市
で
受
け
入
れ
る
場
合
、

ど
こ
か
ら
、
ど
ん
な
も
の
を
運
ん

で
く
る
の
か
。

Ａ
：
岩
手
県
沿
岸
北
部
４
市
町
村

か
ら
で
す
。
特
に
野
田
村
の
瓦
礫

の
量
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
瓦
礫
処
理
の
選
別
ラ
イ
ン
が

本
格
稼
働
す
る
５
月
初
旬
以
降

に
、
ふ
る
い
選
別
か
ら
出
て
く
る

不
燃
系
の
も
の
（
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
な
い
陶
器
・
ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク

リ
ー
ト
片
等
）
の
搬
入
を
想
定
し

て
い
ま
す
。

瓦
礫
処
理
問
題

Ｑ
＆
Ａ
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２
月
13
日
は
桜
並
木
駐
車
場
、
14
日
は

各
町
内
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

縄
を
付
け
た
炭
俵
に
火
を
つ
け
、
自
分

の
周
囲
を
振
り
回
し
、
無
病
息
災
や
家
内

安
全
な
ど
を
祈
り
ま
し
た
。
ま
た
、
稲
わ

ら
を
巻
い
た
、
高
さ
５
㍍
の
長
木
に
火
を

つ
け
、
正
月
の
お
札
や
し
め
飾
り
な
ど
を

焼
き
、
１
年
の
無
事
を
祈
願
し
ま
し
た
。

火
振
り
か
ま
く
ら

仙
北
市
の

冬
ま
つ
り

　

２
月
６
日
、
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
前
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

正
月
の
し
め
飾
り
な
ど
を
焼
く
お
焚
き

上
げ
の
ほ
か
、
稲
わ
ら
に
火
を
付
け
て
振

り
回
し
、
害
虫
を
追
い
払
う
し
ぐ
さ
を
し
、

五
穀
豊
穣
を
願
い
ま
し
た
。

な
ろ
か

　

２
月
６
日
、
桧
木
内
字
中
里
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

カ
ン
デ
ッ
コ
と
呼
ば
れ
る
朴
の
木
で

作
っ
た
小
型
の
鍬
と
、
く
る
み
の
木
で

作
っ
た
男
根
を
一
対
に
し
、
豊
作
や
縁
結

び
、
家
内
安
全
な
ど
の
願
い
を
込
め
て
神

木
に
投
げ
掛
け
ま
し
た
。

中
里
の
カ
ン
デ
ッ
コ
あ
げ

　

２
月
10
日
、
西
木
町
紙
風
船
広
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

武
者
絵
や
美
人
画
の
ほ
か
、
東
北
復
興

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
が
描
か
れ
た
巨
大
紙

風
船
が
舞
い
上
が
り
ま
し
た
。

　

１
㍍
ほ
ど
の
紙
風
船
も
多
数
上
が
り
、

冬
の
夜
空
を
灯
し
ま
し
た
。

上
桧
木
内
の
紙
風
船
上
げ

　

２
月
11
日
、
白
岩
平
城
を
主
会
場
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

中
世
、
近
世
の
白
岩
の
栄
華
を
か
が
り

火
の
光
で
再
現
。
幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
花
火
打
ち
上
げ
、
火
振
り

か
ま
く
ら
、
綱
引
き
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
、

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

白
岩
城
址
燈
火
祭

・
小
正
月
行
事

　

２
月
17
日
か
ら
19
日
ま
で
、
た
ざ
わ
湖

ス
キ
ー
場
特
設
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
コ
ン
テ
ス
ト
で
制
作
さ
れ
た

雪
像
が
並
び
、
火
振
り
か
ま
く
ら
、
紙
風

船
上
げ
な
ど
の
仙
北
市
の
冬
の
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
18
日
夜
の
花
火
大
会

も
盛
大
に
行
わ
れ
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
と
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

田
沢
湖
高
原
雪
ま
つ
り

　

２
月
19
日
、
桧
木
内
字
松
葉
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

明
治
10
年
と
そ
の
翌
年
に
こ
の
地
域
で

火
災
が
起
こ
り
、
度
重
な
る
災
害
か
ら
集

落
を
守
ろ
う
と
し
た
の
が
始
ま
り
で
、
ふ

ん
ど
し
ひ
と
つ
の
若
者
た
ち
が
桧
木
内
川

に
入
っ
て
身
を
清
め
、
松
葉
の
金
比
羅
神

社
に
無
火
災
を
祈
願
し
ま
し
た
。

松
葉
・
相
内
の
裸
参
り

仙
北
市
の
冬
ま
つ
り
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角
館
小
学
校
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
「
ド

リ
ー
ム
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
が
、
２
月
18
日
か

ら
横
浜
市
の
神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
た
、
第
11
回
マ
ー
チ
ン
グ
＆
バ
ト
ン
ス

テ
ー
ジ
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

ド
リ
ー
ム
ハ
ー
モ
ニ
ー
は
、
震
災
で
思

う
よ
う
に
演
奏
活
動
が
で
き
な
い
多
く
の

仲
間
た
ち
へ
音
楽
を
通
じ
て
元
気
と
勇
気

を
発
信
し
た
い
と
い
う
思
い
の
も
と
に
、

太
田
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
「
Ｓ

ｐ
ｒ
ｏ
ｕ
ｔ
」、
六
郷
小
学
校
音
楽
部
「
グ

リ
ー
ン
ス
プ
リ
ン
グ
ス
」
と
一
緒
に
「
ビ

リ
ー
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
結
成
。
１
月

29
日
に
仙
台
で
開
か
れ
た
マ
ー
チ
ン
グ
＆

バ
ト
ン
コ
ン
テ
ス
ト
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
東
北

大
会
で
優
秀
賞
に
輝
き
、
全
国
大
会
へ
の

切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
で
は
、
坂
本
九
さ
ん
の
代
表

曲
３
曲
を
メ
ド
レ
ー
に
し
た
「
Ｂ
ｅ
ｌ
ｉ

ｅ
ｖ
ｅ
～
明
日
を
信
じ
て
、
仲
間
を
信
じ

て
～
」
を
総
勢
１
０
０
人
を
超
え
る
メ
ン

バ
ー
で
演
奏
し
、
講
評
者
特
別
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

３
月
３
日
に
は
、
角
館
小
学
校
体
育
館

を
会
場
に
ラ
ス
ト
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ

ま
す
。（
午
後
１
時
30
分
よ
り
）

地
域
の
宝
を
融
合
し
活
力
生
む

雲
沢
地
域
運
営
体
講
演
会

ピンクのライン入りコスチュームを着ているのが

ドリームハーモニー

　

神
代
地
域
運
営
体
（
細
川
俊
雄
会
長
）

の
産
業
振
興
支
援
部
が
２
月
12
日
、
神
代

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
「
冬
が
っ
こ
発
表

会
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

産
業
振
興
支
援
部
で
は
、
地
域
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
に
活
気
を
つ
け
よ
う
と

活
動
中
で
、
今
回
は
大
根
や
べ
に
花
な
ど

の
地
元
素
材
を
使
っ
た
５
種
類
の
い
ぶ
り

大
根
を
用
意
。
会
場
を
訪
れ
た
方
が
試
食

し
、
自
分
の
好
み
の
漬
け
物
を
選
び
な
が

ら
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

産
業
振
興
支
援
部
で
は
今
回
の
試
食
会

の
意
見
を
参
考
に
し
、
以
降
の
活
動
に
反

映
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

２
月
12
日
、
角
館
温
泉
花
葉
館
で
雲
沢

地
域
運
営
体
（
高
橋
惣
十
郎
会
長
）
が
主

催
す
る
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
地
域
は
、
市
宝
の
宝
庫
」
と
題
し
て
門

脇
市
長
が
講
演
を
行
い
、「
地
域
を
支
え
る

宝
物
は
、
人
で
あ
り
、
地
域
に
ま
だ
ま
だ

眠
っ
て
い
る
資
源
。
そ
し
て
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
を
ど
う
支
援
し
て
い
く
か
。

こ
れ
ら
の
要
素
が
う
ま
く
融
合
す
る
こ
と

で
地
域
に
活
力
が
生
ま
れ
る
」
と
話
し
ま

し
た
。

地
域
素
材
を
特
産
に

神
代
地
域
運
営
体
　
冬
が
っ
こ
発
表
会

音
楽
を
通
じ
て
元
気
と
勇
気
を
発
信

角
館
小
学
校
ド
リ
ー
ム
ハ
ー
モ
ニ
ー

　

２
月
２
日
、
仙
北
市
か
ら
東
京
都
の
自

衛
隊
中
央
病
院
へ
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
の
苗
木

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

仙
北
市
出
身
の
日
本
画
家
・
歌
人
「
平

福
百
穂
」
の
長
男
、
故
平
福
一
郎
氏
が
自

衛
隊
中
央
病
院
２
代
目
病
院
長
を
務
め
た

縁
に
よ
る
も
の
で
、
贈
ら
れ
た
苗
木
は
30

本
。
そ
の
中
に
は
、
宇
宙
を
旅
し
た
シ
ダ

レ
ザ
ク
ラ
の
種
か
ら
育
成
し
た
苗
木
２
本

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

自
衛
隊
中
央
病
院
内
に
は
、
故
平
福
一

郎
氏
が
40
年
ほ
ど
前
に
角
館
か
ら
運
ん
だ

桜
が
20
本
ほ
ど
大
き
く
育
っ
て
い
て
、
今

回
寄
贈
さ
れ
た
２
代
目
の
桜
の
成
長
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

自
衛
隊
中
央
病
院
へ
桜
を
寄
贈

故
平
福
一
郎
氏
が
病
院
長
を
務
め
た
縁

　

角
館
の
お
祭
り
保
存
会
（
高
橋
雄
七
会

長
）
が
主
催
す
る
、
お
や
ま
囃
子
芸
能
発

表
会
が
２
月
11
日
、
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
国
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
「
角
館
祭
り
の
や
ま
行
事
」
の
重
要
な

構
成
要
素
で
あ
る
「
お
や
ま
囃
子
」
を
、

日
頃
練
習
し
て
い
る
若
者
た
ち
に
そ
の
成

果
を
発
表
す
る
場
を
設
け
、
一
堂
に
披
露

す
る
こ
と
に
よ
り
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、

伝
統
の
継
承
活
動
に
寄
与
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
17
団
体
、
約
５
３
０
人
が
参
加
。

ま
た
、
生
保
内
節
や
秋
田
お
ば
こ
節
な
ど

数
々
の
全
国
大
会
で
優
勝
し
て
い
る
冨
岡

沙
樹
さ
ん
（
角
館
高
３
年
）
が
特
別
出
演
し
、

会
場
は
延
べ
１
２
０
０
人
の
来
場
者
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

第
17
回
お
や
ま
囃
子
芸
能
発
表
会

白
寿
の
お
祝
い

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

２
月
13
日
に
髙
橋
ツ
ユ
さ
ん
（
写
真
１
）、

15
日
に
澤
山
要
さ
ん
（
写
真
２
）、
16
日
に

前
田
か
よ
さ
ん
（
写
真
３
）
が
白
寿
を
迎
え
、

市
か
ら
お
祝
い
と
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

１

２３

伝
統
芸
能
の
練
習
成
果
を
披
露

題地域の 話TOPICS 
TO

PI
CS

 TO
PICS TOPICS TOPIC TOPICS TOPICS

地
域
の
話
題
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１

２

３
　3 月 7 日、8 日の午前 10 時から、仙北市民情報共
有システム推進委員会がインターネットを使い、仙
北市議会一般質問の模様を生中継します。（生放送時
以外でも録画映像をいつでもご視聴いただけます）
　また、今後の議会中継の参考のため、アンケート
も実施していますので、ご協力をお願いします。

●問合せ／企画振興課　 43-1112

市議会インターネット中継実証試験

  
　東日本大震災では、多くの方々が被災され、また
亡くなられました。
　こうした災害の発生や恐れがある場合、『お年寄
りのひとり暮らし』や『体に不自由さを持っている』
方々などが地域の人たちから援護を受け、自身の安
全を守ることができるように、「災害時要援護者支
援制度」を活用した「援護者支援体制づくり」を進
めています。
　援護が受けられる対象者と思われる個人に、災害
時要援護者登録申請（変更）書兼台帳を送付しまし
た。
　援護を必要とする場合には、この制度の趣旨に賛
同したうえで情報など必要な事項を記入・押印され、
返信用封筒により申請書を 3 月 26 日までお送りく
ださるようお知らせします。
●問合せ／社会福祉課　福祉政策係　 43-2288

災害時など地域援護制度への
登録のお知らせ

【消防団員】
●仙北市に居住され、年齢 18 歳以上で心身ともに
　健康な方であれば男女を問わず入団できます。
●消防団は、地域で発生した火災の鎮圧や地震・風
　水害など各種災害の防ぎょ活動はもちろんのこと、
　災害に備えた訓練や予防・広報などの活動も幅広
　く行っています。
●消防団員には、公務災害
　補償、年報酬、出動手当、
　退職報償金制度等があり
　ます。
●消防団に興味を持たれた
　方、地域に貢献したい方、
　入団をお待ちしています。

【消防団協力事業所】
●仙北市では消防団員の方を雇用するなど消防団活
　動に協力している事業所を「消防団協力事業所」
　として認定し、表示証を交付しています。現在、
　市内 9 事業所に交付され、消防団活動にご協力い
　ただいています。
●表示証交付基準（次に掲げる基準のいずれかに適
　合していること）　
　①従業員が消防団員として、相当
　　数入団していること。 
　②従業員の消防団活動について、
　　積極的に配慮していること。
　③災害等における資機材等の提供
　　等、消防団の活動に協力してい
　　ること。
　④事業所に機能別分団等を設置している。
　⑤その他消防団活動に協力することにより、地域
　　の消防防火体制の充実強化に寄与している。 
●消防団協力事業所として認定された事業所には「消
　防団協力事業所表示証」を交付するとともに、表
　示証を社屋等に掲示でき、また、自社のホームペー
　ジ等でも広く公表することができるため、社会貢
　献企業として信頼性の向上につながり、事業所の
　イメージアップを図ることができます。
●地域の安全と消防団活動に貢献し、また、この制
　度に賛同いただける事業所を随時募集しています。
●問合せ／環境防災課　 43-3308

仙北市では随時「消防団員・消防団
協力事業所」を募集しています

仙北市ホームページ　トップページ

http://www.city.semboku.akita.jp/

クリック！

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
　１

semboku city information

市役所からの
お知らせ

秋田県女性消防団ネットワーク会議

　

１
月
の
出
初
め
式
。
私
た
ち
女

性
団
員
の
今
年
の
活
動
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
分
列
行
進
で
は
、

た
く
さ
ん
の
方
が
沿
道
か

ら
声
援
を
送
っ
て

く
だ
さ
り
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
寒
い
中
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

さ
て
、
２
月
９
日
秋
田
県
庁
第

二
庁
舎
で
、
秋
田
県
女
性
消
防
団

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
が
開
か
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
毎
年
こ
の
時
期
に

全
県
の
女
性
団
員
が
集
ま
っ
て
の
、

言
わ
ば
勉
強
会
で
す
。
私
た
ち
は

団
長
と
女
性
団
員
２
人
で
参
加
し

ま
し
た
。

　

日
本
消
防
協
会
の
方
、
岡
山
県

消
防
団
員
の
方
を
お
招
き
し
て
、

今
年
11
月
に
本
県
で
開
催
さ
れ
る

全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
大
会

の
開
催
県
と
し
て
、
女
性
消
防
団

員
の
関
わ
り
方
、
ま
た
そ
の
活
動

に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

仙
北
市
女
性
消
防
団
員
が
誕
生

し
て
、
も
う
す
ぐ
４
年
。
４
人
で

ス
タ
ー
ト
し
た
私
た
ち
で
す
が
、

現
在
10
人
と
少
し
ず
つ
増
え
て
い

ま
す
。
団
員
は
随
時
募
集
中
。
私

た
ち
と
一
緒
に
活
動
で
き
る
仲
間

が
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
宮　

三
春

女性消防団員
活動レポート

がんばる！
女性消防団員
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怪
盗
ル
パ
ン
「
８
１
３
の
謎
」
と
言
う

本
が
あ
り
ま
す
。
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
の
「
夜
空
ノ

ム
コ
ウ
」
と
言
う
歌
も
あ
り
ま
す
。
今
回

の
テ
ー
マ
「
８
７
８
の
ム
コ
ウ
」
は
、
ど
ち

ら
に
も
関
係
あ
り
ま
せ
ん
…
。
念
の
た
め
。

　

ま
ず
８
７
８
に
は
ど
ん
な
意
味
が
あ
る

の
か
と
言
う
と
、
こ
の
数
字
は
仙
北
市
が

平
成
24
年
度
に
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る

予
算
案
の
事
業
総
数
で
す
。
新
規
事
業
は

75
、
継
続
事
業
は
８
０
３
、
ち
な
み
に
終

了
と
見
な
し
、
廃
止
し
た
事
業
は
78
を
数

え
ま
す
。
新
規
事
業
に
は
角
館
地
区
防
災

行
政
無
線
の
設
置
、
市
内
園
芸
作
物
産
地

拡
大
事
業
、
桧
木
内
地
区
や
田
沢
地
区
の

光
フ
ァ
イ
バ
ー
敷
設
、
岩
瀬
北
野
線
用
地

買
収
、
保
育
園
の
増
設
、
各
地
区
道
路
改

良
、
神
代
地
区
水
道
整
備
、
病
院
建
設
関

係
費
、
全
国
規
模
の
各
種
大
会
、
企
業
誘

致
に
係
わ
る
予
算
案
な
ど
を
計
上
し
て
い

ま
す
。
総
合
産
業
と
言
わ
れ
る
観
光
分
野

で
は
、
Ｊ
Ｒ
の
大
規
模
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や

観
光
庁
の
東
北
観
光
博
と
連
動
を
強
め
、

市
内
の
他
産
業
も
巻
き
込
む
賑
わ
い
の
創

出
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

任
期
も
折
り
返
し
で
す
か
ら
、
公
約
の

達
成
に
向
け
、
予
算
編
成
は
よ
り
積
極
的

な
作
業
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
、「
○

○
や
△
△
の
改
善
に
着
手
で
き
な
い
か
」

と
何
度
も
検
討
を
重
ね
、
結
果
と
し
て
は

財
源
調
達
が
で
き
ず
に
断
念
し
た
事
業
が

幾
つ
も
あ
り
ま
す
（
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は

諦
め
ず
、
さ
ら
に
事
業
化
の
道
筋
を
探
り

ま
す
）。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
事
業
化
で
き
た
取
り
組

み
の
一
つ
ひ
と
つ
は
、
丁
寧
に
仕
上
げ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
事
業
の

ほ
と
ん
ど
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働

作
業
で
す
。
ど
ん
な
に
少
額
の
事
業
で
も
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
真
剣
に
取
り
組
め
ば
、

必
ず
予
算
額
以
上
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
、
気
持
ち
の
い
い
年
度
に
し
た
い
、

そ
う
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。
８
７
８
の
事

業
を
通
じ
、
そ
の
ム
コ
ウ
側
に
「
仙
北
市

は
少
し
ず
つ
前
進
し
て
い
る
」
と
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
最
大
の
努
力
を
続
け

ま
す
。

「
８
７
８
の
ム
コ
ウ
」仙

北
市
長

　
　
門
脇
　
光
浩
　

まちづくり
日記

No.38



４　市では緊急雇用対策基金事業を活用して、市内等求職者と被災求職者を
対象に、市臨時職員を雇用する予定です。
●被災求職者を除き、緊急雇用対象事業で雇用できる期間は平成 21 年度
　から平成 24 年度までの通算 1 年以内となっています。
● 4 月雇用については、3 月 9 日からハローワーク角館を通じて募集し、
　3 月 21 日に合同面接会を実施する予定です。
●募集業種、採用人数、雇用予定期間が変更になる場合がありますのでご
　了承ください。
●今回の募集は、議会の議決を前提とした募集のため、変更となる場合も
　あります。ご了承ください。

仙北市緊急雇用対策
平成24年度　仙北市臨時職員等の募集（予定）

市臨時職員   【重点分野】雇用創出事業
※企業の景気悪化により解雇または離職を余儀なくされた方で仙北市の市民を優先
させていただきます。

問合せ先

電話番号
業種 業務内容

就業者に求められる

技術・技能

募集

人数
雇用期間

商工課

43-3351
事務

首都圏アンテナショップへの地場産

品や特産物の収集補助および販売促

進等

普通運転免許証 1 4 月上旬～ 12 カ月

観光課　

43-3352
事務

観光情報の問い合わせ対応、PR 用

パンフレット送付等

仙北市の観光知識およ

び簡単なパソコン操作
1 4 月上旬～ 12 カ月

観光課　

43-3352
事務

着地型体験旅行商品の宣伝紹介等の

業務

韓国語または中国語で

日常会話ができる方
1 4 月上旬～ 12 カ月

教育指導課

43-3382
事務

市内小学校児童に対する英語指導体

制の充実を図る

英語で日常会話ができ

る方
1 4 月上旬～ 12 カ月

保健課　

55-1112
事務

特定健診等の未受診者への電話等に

よる勧奨および健診事務等
特になし 1 4 月上旬～ 12 カ月

長寿支援課

43-2281
事務

ひとり暮らし高齢者および高齢者世

帯への家庭訪問等調査補助
パソコン経験者 1 7 月上旬～ 9 カ月

semboku city information

市臨時職員   【震災対応】事業
※東日本大震災被災者および仙北市の方でも平成 23 年 3 月 11 日以降に離職した方々
が雇用の対象となりますが、採用については被災求職者を優先させていただきます。

問合せ先

電話番号
業種 業務内容

就業者に求められる

技術・技能

募集

人数
雇用期間

税務課

43-1117
事務

税務関係書類および申告書

類の整備、データー入力作

業補助業務

特になし 3 4 月上旬～ 12 カ月

文化財課

43-3384

事務

軽作業

旧石黒（恵）家、活用に関

する受付手配および歴史案

内、清掃作業等

特になし 2 4 月上旬～ 12 カ月

田沢湖地域センター

43-1147
作業員

公共施設の環境整備および

除雪状況パトロール等
特になし 2 4 月上旬～ 12 カ月

商工課

43-3351
事務

仙北市企業等連絡協議会事

務および課内業務等
普通運転免許証 1 4 月上旬～ 12 カ月

田沢湖図書館

43-1307
事務

蔵書データの整備・蔵書整

備等事業
パソコン経験者 2 4 月上旬～ 12 カ月

仙北市生保内財産区

43-1114
事務

財産台帳整備に係る基礎資

料の磁気化作業補助等（生

保内財産区）

普通運転免許証 2 4 月上旬～ 12 カ月

農山村活性課

43-2206
事務

就業改善センター等の使用

窓口業務、施設の維持管理

等を行う

特になし 1 4 月上旬～ 12 カ月

管財課

43-1114
事務

管財事務補助および台帳整

備に係る基礎資料作成補助

普通運転免許証および

パソコン経験者
1 4 月上旬～ 12 カ月

情報センター

43-3339
作業員

施設環境整備および駐車場

監視業務
草刈り作業経験者 1 4 月上旬～ 12 カ月

仙北市民会館

43-3143
作業員

施設環境整備および事務補

助等
特になし 1 4 月上旬～ 12 カ月

スポーツ振興課

43-3390
作業員

市内体育施設の維持・環境

整備等
草刈り作業経験者 2 4 月上旬～ 7 カ月

管財課

43-1114
作業員

公有財産、未利用財産の環

境整備および施設維持作業

等

草刈り作業経験者 2 6 月上旬～ 4 カ月

観光課

43-3352
作業員

登山道等の刈払いや清掃等

の整備等

草刈り作業経験者（刈

り払い機保有者）
3 6 月上旬～ 2 カ月

観光課

43-3352
作業員

公園、遊歩道等の刈払い等

の整備作業等

草刈り作業経験者（刈

り払い機保有者）
2 6 月上旬～ 6 カ月

都市整備課

43-2295
作業員 公園内の環境整備等 草刈り作業経験者 4 7 月上旬～ 4 カ月

平福記念美術館

54-3888
作業員

美術館敷地内の樹木剪定、

清掃、修繕業務
草刈り作業経験者 2 4 月中旬～ 6 カ月

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
　２
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　荒澤栄子、門脇ちあき、田口恭子、小松

恵美、田口朱実、三浦真紀子、佐藤美貴、

武藤佐久子、以上 8 人の方が修了されまし

た。来年度も開催されますので、子育て支

援活動に興味のある方は、ぜひ受講してく

ださい。

●問合せ／仙北市子育て推進課　  43-2280

平成23年度

子育てサポーター
養成講習会修了者（敬称略）

　市内5カ所の保育園に子育て支援センターがありま

す。子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援す

る基盤づくりのため、次のような活動を行っています。

【育児不安等についての相談指導】

　お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関し

て相談を受け付けています。一人で悩まず、小さなこと

でもお気軽にご相談ください。

【電話や来園は月～金曜日の9：00～17：00。手紙・FAX

等はいつでも】

【子育てサークル等への支援】

　子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場

を提供したり、活動の支援をしたりします。興味のある

方はぜひご連絡ください。

【集いの広場の開設】

　子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広

場を開いています。保育園に入園していないお子さん

と、お母さん、お父さん、おばあちゃん、おじいちゃんな

どどなたでも参加できます。
　準備の都合上、参加される方は前日まで各保育園へご

連絡ください。

※持ち物等は各保育園にご確認ください。

だしっこルーム（生保内保育園内）

43-1025　FAX 43-3256

　7 日（水）／ホールで体を動かしてあそぼう

14 日（水）／みんなでリズムあそびを楽しもう

　　　　　　　（音楽療法士の先生をお招きして）

　　　　　　　身体測定

21 日（水）／だしのこ園栄養士さんから「子ど

　　　　　　　もの食育」についてお話を聞きま

　　　　　　　しょう。（これからの育児の参考

　　　　　　　になります）

　　　　　　　大きくなったことをお祝する会

時間／ 9：30 ～ 11：30

子育て支援センター情報

わかばルーム（神代保育園内）

44-2502　FAX 44-2931

　6 日（火）／あそぼう！いっぱいあそぼう！

13 日（火）／フリープレイングⅣ

　　　　　　　お楽しみ会をしよう

時間／ 9：30 ～ 11：30

「わいわい広場」

　8 日（木）／お楽しみ会をしよう

　　　　　　　身体測定

「赤ちゃん広場（0 ～ 1 歳児）」

さくらんぼルーム（ひのきない保育園内）

48-2345　FAX 48-2525

　1 日（木）／保育園のお友達とあそぼう

　　　　　　　　　身体測定

13 日（火）／“お別れ会に参加しよう”～楽し

　　　　　　　　　いパフォーマンスがあります～

時間／ 9：30 ～ 11：20

いちごルーム（角館保育園内）

53-2918　FAX 53-2919

　7 日（水）／お絵かきをしよう！

☆角館児童館（旧角館保育園）で開催

時間／ 10：00 ～ 11：00

なかよしルーム（にこにこ保育園内）

47-2525　FAX 47-2323

　6 日（火）／「谷京子先生」による絵本の読み

　　　　　　　聞かせ

☆今月は火曜日に開催します。

時間／ 9：30 ～ 11：30

3月の

　子ども同士のふれあいやお母さん方の交流のため、健康管理セン

ターのホールを開放します。

　お子さんを自由に遊ばせる広場としてお使いください。

●日時／ 12日（月）、26日（月）　9：30～11：30
●問合せ／仙北市保健課　  55-1112

3月　おやこ交流広場

日 健診名 対象者 場所
2日（金）3歳児 H20 年 8 月生

健康管理センター

（角館）

8日（木）2歳児歯科 H21 年 8 月生
9 日（金）10カ月児 H23 年 5 月生

16 日（金）1歳6カ月児 H22 年 8 月生
23 日（金）4カ月児 H23 年 11 月生

日 時間 相談名 対象者 場所

6日
（火）

午前 7カ月児 H23 年 8 月生 健康管理センター

（角館）午後 12カ月児 H23 年 3 月生

日 受付時間 場所
5日（月）

13：00 ～ 13：30 健康管理センター（角館）
13 日（火）
22 日（木）
29 日（木）

日 種類 場所
13日（火）三種混合・BCG 田沢湖健康増進センター
14日（水）三種混合・BCG 西木保健センター
21日（水）三種混合・BCG 健康管理センター（角館）

乳幼児健診

乳児相談

母子手帳交付

予防接種

3月の健康カレンダー

【問合せ】仙北市保健課　　 55-1112

　財団法人女性労働協会で作成された
テキストに基づき、24 時間に及ぶ保育
の基礎知識を学ぶ講習会を修了した地
域子育て支援に意欲のある方たちです。

子育てサポーターとは？

子育て

仙
北
市
の
介
護
保
険
の
情
報
は

Ｏ
Ｓ
介
護
ネ
ッ
ト
か
ら

仙
北
市
の
介
護
保
険
事
業
の
運
営
は

大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
が
保
険
者
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す

　

介
護
保
険
は
、
40
歳
以
上
の
皆
さ
ん
が
加
入
者
（
被
保
険
者
）
と
な
っ

て
保
険
料
を
納
め
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
に
は
、
費
用
の
一
部
を

支
払
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
し
く
み
で
す
。

　

大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
Ｏ
Ｓ
介
護
ネ
ッ

ト
」
を
通
じ
て
、仙
北
市
の
介
護
保
険
に
関
す
る
情
報
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
Ｏ
Ｓ
介
護
ネ
ッ
ト

　
　
　
　（http://w

w
w

.oskaigonet.or.jp/

）

　

例
え
ば
・
仙
北
市
の
介
護
保
険
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス

　

◆
仙
北
市
で
利
用
で
き
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
つ
い
て

　

◆
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
し
か
た
に
つ
い
て

　

◆
「
介
護
保
険
料
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
？
」な
ど
の
Ｑ
＆
Ａ

　

◆
各
種
申
請
書
様
式
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド　

　

◆
要
介
護
認
定
者
数
や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
数
な
ど
の
統
計
情
報

　

な
ど
、身
近
な
情
報
か
ら
制
度
に
関
す
る
こ
と
ま
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
な
い
場
合
、「
介
護
保
険
の
わ
か
り
や
す

い
利
用
ガ
イ
ド
」
や
「
広
域
圏
内
で
利
用
で
き
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
の
情
報
」
は
、
介
護
保
険
事
務
所
ま
た
は
仙
北
市
長
寿
支
援
課
、
各

地
域
セ
ン
タ
ー
で
入
手
で
き
ま
す
。

※
介
護
保
険
に
関
す
る
申
請
の
受
付
も
前
記
窓
口
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
介
護
保
険
事
務
所　

０
１
８
７
（
86
）
３
９
１
０

　
　
　
　
　

仙
北
市
長
寿
支
援
課　
（
43
）
２
２
８
１
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知
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【単行本】
「母さんの「あおいくま」」コロッケ／「昭和の特別な

一日」杉山隆男／「美ヶ原 冬のファンタジア」増村征

夫／「ヒトラーのウィーン」中島義道／「アートの起

源」杉本博司／「革命いまだ成らず（上・下）」タン・

ロミ／「金融クライシス」田中直毅／「高峰秀子 暮し

の流儀」高峰秀子・松山善三・斎藤明美／「五重塔入門」

藤森照信・前橋重二／「蕩尽する中世」本郷恵子／「銀

座と資生堂」戸矢理衣奈／「楽園のカンヴァス」原田

マハ／「ゴールデンラッキービートルの伝説」水沢秋

生／「モーニングサービス」三田完／「義烈千秋 天狗

党西へ」伊東潤／「逡巡」せきしろ／「寝台特急「サ

ンライズ出雲」の殺意」西村京太郎／「ピース・オブ・

ケーキとトゥワイス・トールド・テールズ」金井美恵

子／「屋根裏プラハ」田中長徳／「青にまみえる」左

能典代／「天皇と原爆」西尾幹二／「ロスト・シティ・

レディオ」ダニエル・アラルコン（著）・藤井光（訳）

　新潮社から寄贈された図書を紹介します。

●新潮社文庫新刊も多数寄贈されています。このほか
　たくさんの新着図書が入ってきています。

新着図書

学習資料館

Books

●田沢湖図書館／ 5 日、12 日、19 日、20 日（春

　分の日）、　26 日

●学習資料館／ 5 日、12 日、19 日、20 日（春分

　の日）、　26 日、31 日（月末整理休館日）

●イベント交流館／ 5 日、12 日、19 日、26 日

3月の休館日のお知らせ

田沢湖図書館・学習資料館・イベント交流館

Information

【新着図書】
「検事の本懐」柚木裕子／「警官の条件」佐々木譲／「か

なたの子」角田光代／「あつあつを召し上がれ」小川

糸／「極北ラプソディ」海堂尊／「本日は大安なり」

辻村深月／「親鸞　激動編（上 ･ 下）」五木寛之／「境

遇」湊かなえ／「暗闇で踊れ」馳星周／「坂の上の坂」

藤原和博／「夢うばわれても」蓮池薫／「海と、がれ

きと、ボールと、絆。」講談社／「体制維新―大阪都」

橋本徹・堺屋太一／「経営者・平清盛の失敗」山田真

哉／「『つなみ』の子どもたち」森健／「色別　ウェディ

ングブーケ・バイブル」／「農家直伝　豆をトコトン

楽しむ」農文協

★かわいい小さな絵本
「カッパひゅるるん」おぐまこうじ／「ゆきのひ　く

ろくま」たかいよしかず／「だるまさんが・の・と」

かがくいひろし

図書館情報
田沢湖図書館

【ミニテーマ展示】

　弥生三月　ひなまつり、つるし雛、　

　そして小さく可愛いものたち

Information

【トピックス】
　「こどものえき」設置事業として、図書館１階多目

的トイレに　ベビーチェア・ベビーシート　が設置さ

れました。これからは、赤ちゃんや小さいお子様連れ

でも、ゆっくりとご利用いただけます。もちろん、ベ

ビーカーのままでもＯＫです！

　この度、学校図書館環境整備事業により、市内全小・

中学校（12 校）に学校図書管理システムと学校公共

連携横断検索システムが構築され、その運用を開始し

ました。これにより、学校図書館の蔵書内容がパソコ

ンでデータ化され、蔵書管理は公共図書館と同様にパ

ソコンで行えるようになりました。また、学習資料館

と各学校の資料を同時に検索することも可能になり、

相互貸借を活用すれば調べ学習等での資料の充実も図

ることができます。

　このシステムの構築により、公共図書館と市内全小・

中学校の図書室がネットワークで結ばれ、資料も共有

できるという夢のような話が実現しました。この試み

は県内初ですが、今後、運用そのものも初の成功例と

なるよう、学校図書館の活性化のためサポートを継続

していきます。また、各学校の蔵書数は、国で定める

標準冊数に比べるとかなり不足しているので、蔵書数

の充実についても支援していきます。

学校図書管理システム構築による利点
●本の貸出・返却処理がバーコードを読み取るだけで

　できる。

●全小・中学校の本のデータ（書名、著者名、出版社名、

　出版年、大きさ、ページ数、学習件名等）がパソコ

　ンで一元管理できる（市内図書の共有化）。

●書名、著者名、出版社名以外にも件名、独自キーワー

　ドなど様々な角度からパソコンで検索できる。

●色々な統計処理（蔵書数、分類別冊数、貸出数等）

　ができる。

●本の除籍や蔵書点検はバーコードを読み取るだけで

　できる。

学校公共連携横断検索システム構築による利点
●各学校と公共図書館の本を同時に検索することがで

　きる。

●公共図書館、学校間の相互貸借がスムーズにできる。

●相互貸借により、同じテーマの本を他校から借りて

　調べ学習等、授業に役立てることができる。　

学校図書館が変わりました！

学習資料館

Information

　江戸時代に書かれた、蓮沼捨翁著『井蛙談 ( せいあ

だん )』をテキストに、角館武士の生活ぶりや食事に

ついて楽しく学びましょう。

　参加は無料です。お気軽にご参加ください。

●日時／ 3 月 8 日（木）13：30 ～（2 時間程度）

●講師／高橋雄七 氏

●会場／旧石黒（恵）家（角館町表町上丁 1 番地）

●定員／ 10 人（事前申込が必要です）

●申込・問合せ／仙北市総合情報センター・学習資料館

　 43-3333（月・祝は休館日です）

年中行事を通して角館武士の
食を学ぼう～『井蛙談』より

学習資料館

Information

　（財）ポーラ伝統文化振興財団は、伝統文化の分野

で貢献し、今後も活躍が期待できる個人または団体に

対し、更なる業績の向上を奨励し顕彰するため、候補

者を募集しています。

　対象範囲は、伝統工芸芸術・伝統芸能・民俗芸能・

民俗行事の各分野での伝承・振興活動、また、前記の

無形の民俗文化財の保存のために欠くことのできない

伝統的な技術または技能および保存・研究活動です。

　推薦書等の提出書類が必要となりますので、詳細に

ついてはお問い合わせください。なお、提出期日は 3

月 16 日までです。

●問合せ／仙北市文化財課　 43-3384

第32回「伝統文化ポーラ賞」
候補者を募集します

（財）ポーラ伝統文化振興財団

Information

　6 月 27 日から 8 月 26 日まで、上桧木内にある平

安時代高野遺跡の調査を行いました。遺跡には、現在

も当時の家（約 1000 年前）を示す窪みが 65 カ所

も残っていて、そのうち 2 つの家の発掘を実施しまし

た。その調査成果の報告と遺物の展示を、3 月 17 日

（土）午後 1 時 30 分から紙風船館で行います。

●問合せ／秋田県埋蔵文化財センター　加藤・菅野　

　 0187-69-3331

高野遺跡の報告会を開催します

秋田県埋蔵文化財センター

Information

図
書
の
貸
出
・
返
却
が
バ
ー
コ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
で
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。（
神
代
小
学
校
図
書
館
）
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平成 23 年度
仙北市読書感想文コンクール

　今回が第 1 回目となる仙北市教育委員会主催の「平成 23 年度仙北市読書感想文
コンクール」が行われ、仙北市内の小・中学校から合わせて 121 点の応募がありま
した。２月２日、10 人の審査委員による審査が行われ、藤村天舞音さん（神代小学
校 6 年）の「宮沢賢治の生き方に学ぶ」が仙北市長賞に選ばれました。
　2 月 21 日には、仙北市総合情報センターで表彰式が行われました。

平成23年度
仙北市読書感想文
コンクール

『
宮
沢
賢
治
の
生
き
方
に
学
ぶ
』

　
　
　
　
　

神
代
小
学
校　

６
年　

藤
村　

天
舞
音

　
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ　

風
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」

　

毎
朝
の
詩
の
暗
唱
で
覚
え
た
宮
沢
賢

治
の
作
品
。
欲
を
出
さ
ず
、
人
の
た
め

に
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
賢
治
の
気
持

ち
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
。
私
は
、も
っ

と
賢
治
の
こ
と
を
詳
し
く
知
り
た
い
と

思
い
、
こ
の
本
を
読
み
始
め
ま
し
た
。

　

成
績
優
秀
で
、
短
歌
、
仏
教
、
音
楽

な
ど
数
多
く
の
事
を
学
ん
だ
賢
治
。
中

で
も
力
を
入
れ
た
の
が
農
業
、
そ
し
て

詩
や
童
話
だ
っ
た
。
賢
治
の
生
ま
れ
故

郷
岩
手
は
、
冷
害
な
ど
の
自
然
災
害
に

見
ま
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
農
作
物
が

取
れ
な
い
土
地
。
賢
治
は
、
苦
し
む
農

民
が
安
心
し
て
農
業
が
で
き
な
い
も
の

か
と
思
い
、
農
業
を
学
ん
だ
。
そ
し
て
、

羅
須
知
人
協
会
や
肥
料
の
無
料
相
談

所
を
設
け
、
農
民
に
指
導
し
な
が
ら
な

ん
と
か
力
に
な
ろ
う
と
し
た
。
詩
や
童

話
は
、
動
物
も
植
物
も
人
間
も
、
こ
の

宇
宙
に
存
在
す
る
も
の
は
同
じ
重
さ
の

命
を
も
つ
と
考
え
る
賢
治
の
思
い
を
伝

え
る
方
法
だ
っ
た
。
私
は
、
苦
し
む
農

民
の
力
に
な
ろ
う
と
自
分
自
身
で
動
い

た
こ
と
や
、
こ
の
宇
宙
に
存
在
す
る
も

の
の
差
別
を
な
く
し
、
命
の
尊
さ
を
伝

え
よ
う
と
し
た
こ
と
が
、
賢
治
の
す
ば

ら
し
さ
だ
と
思
う
。
私
も
将
来
は
、
人

の
た
め
に
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
賢
治
の
よ
う
に
人
の
た

め
に
命
を
か
け
て
ま
で
も
役
に
立
と
う

と
す
る
生
き
方
が
私
に
果
た
し
て
で
き

る
だ
ろ
う
か
。

　

三
月
十
一
日
、
東
日
本
大
震
災
。
今

で
も
私
の
目
に
は
っ
き
り
と
焼
き
つ
い

て
い
る
。
津
波
に
よ
っ
て
跡
形
も
な
く

破
壊
さ
れ
た
家
々
、
人
の
泣
き
さ
け
ぶ

声
、
地
震
や
津
波
の
怖
さ
を
初
め
て

知
っ
た
。
賢
治
の
生
ま
れ
故
郷
岩
手
も

大
津
波
に
よ
り
尊
い
命
が
一
瞬
で
奪
わ

れ
、
多
く
の
人
が
悲
し
ん
だ
。

　

そ
ん
な
時
、
賢
治
が
い
た
な
ら
ど
う

し
た
だ
ろ
う
、
私
は
ふ
と
思
っ
た
。
た

ぶ
ん
、
悲
し
む
人
々
の
た
め
に
、
自
ら

で
き
る
こ
と
を
必
死
に
が
ん
ば
っ
た

だ
ろ
う
。
復
興
に
向
け
て
の
様
子
を

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
見
て
い
る
が
、
被
災

者
の
力
に
な
ろ
う
と
行
動
す
る
人
々
の

姿
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
ま
る
で
、
賢
治

の
よ
う
だ
。
私
た
ち
も
募
金
活
動
を
し

た
。
悲
し
い
思
い
を
し
た
人
々
の
力
に

な
り
た
い
思
い
で
呼
び
か
け
た
。

　

あ
れ
か
ら
、
ま
も
な
く
一
年
。
今
の

私
は
、
人
の
役
に
立
っ
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
そ
う
思
わ
せ
る
出
来
事
が
起
き
た
。

校
長
先
生
の
一
言
だ
っ
た
。「
世
の
中

の
た
め
に
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
考
え

て
く
れ
た
で
し
ょ
う
か
。」
冬
休
み
前

に
全
校
に
出
し
た
宿
題
だ
っ
た
。
私
は
、

は
っ
き
り
し
て
い
な
か
っ
た
。
さ
ら
に

校
長
先
生
は
、
思
っ
て
い
る
だ
け
で
は

だ
め
だ
、
そ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。
そ
の
時

私
は
、
賢
治
の
生
き
方
そ
の
も
の
だ
と

思
っ
た
。

　

私
に
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
全
校
が
明
る
く
な
る
よ
う
に

自
分
か
ら
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
、
給

食
準
備
や
掃
除
で
下
級
生
の
お
手
本
と

な
っ
て
動
く
こ
と
、
困
っ
て
い
る
人
に

積
極
的
に
声
を
か
け
る
こ
と
な
ど
、
六

年
間
で
学
ん
だ
大
切
な
こ
と
を
下
級
生

に
伝
え
て
い
く
こ
と
な
の
で
は
な
い

か
。

　

卒
業
ま
で
二
カ
月
。
こ
れ
ら
の
こ
と

を
が
ん
ば
り
た
い
。
そ
し
て
、
賢
治
の

よ
う
に
、
人
の
喜
び
や
悲
し
み
を
理
解

し
、
自
ら
人
の
た
め
に
動
く
こ
と
の
で

き
る
人
間
に
な
り
た
い
と
強
く
思
っ

た
。

【
佳
作
（
小
学
校
中
学
年
の
部
）】

草く
さ
な
ぎ彅

し
ほ
（
角
館
小
学
校
４
年
）

藤ふ
じ
た田
龍り
ゅ
う
せ
い
聖
（
角
館
小
学
校
４
年
）

阿あ

べ部
惣そ
う
い
ち
ろ
う

一
朗
（
西
明
寺
小
学
校
４
年
）

【
佳
作
（
小
学
校
高
学
年
の
部
）】

木き
む
ら村
亜あ

い依
（
白
岩
小
学
校
５
年
）

木き
も
と元
聖き
よ
ら（
白
岩
小
学
校
６
年
）

佐さ

さ

き
々
木
萌も
え
こ子
（
神
代
小
学
校
５
年
）

【
佳
作
（
中
学
校
の
部
）】

髙た
か
は
し橋
杏あ
ん
な奈
（
角
館
中
学
校
１
年
）

門か
ど
わ
き脇
千ち
さ
き咲
（
角
館
中
学
校
１
年
）

菅す
が
わ
ら原
咲さ
き
こ子
（
角
館
中
学
校
３
年
）

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

審
査
結
果　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
仙
北
市
長
賞
】

藤ふ
じ
む
ら村
天あ

ま

ね
舞
音
（
神
代
小
学
校
６
年
）

【
角
館
図
書
館
後
援
会
長
賞
】

千ち

ば葉
さ
り
な
（
角
館
中
学
校
２
年
）

辻つ
じ

楓か
え
で（
角
館
小
学
校
４
年
）

【
仙
北
市
教
育
長
賞
】

鎌か
ま
た田
匠し
ょ
う
と人
（
角
館
小
学
校
２
年
）

小お
は
ら原
悠ゆ
う
だ
い大
（
神
代
小
学
校
２
年
）

【
入
選
（
小
学
校
低
学
年
の
部
）】

中な
か
じ
ま島
雪ゆ
き

（
桧
木
内
小
学
校
２
年
）

【
入
選
（
小
学
校
中
学
年
の
部
）】

安あ
ん
づ
え杖
凌り
ょ
う（
角
館
小
学
校
３
年
）

佐さ

さ

き
々
木
花か
す
み純
（
角
館
小
学
校
４
年
）

【
入
選
（
小
学
校
高
学
年
の
部
）】

髙た
か
は
し橋
智ち

か香
（
生
保
内
小
学
校
６
年
）

兵ひ
ょ
う
ど
う藤
鈴り
り
か夏
（
角
館
小
学
校
５
年
）

【
入
選
（
中
学
校
の
部
）】

谷た
に
ぐ
ち口
結ゆ

き紀
（
角
館
中
学
校
２
年
）

田た
な
か中
優ゆ
う

（
西
明
寺
中
学
校
３
年
）

【
佳
作
（
小
学
校
低
学
年
の
部
）】

山や
ま
ぐ
ち口
隆り
ゅ
う
し
ん
真
（
角
館
小
学
校
２
年
）

畠は
た
け
や
ま山
美み

み々

（
桧
木
内
小
学
校
２
年
）

浅あ
さ
り利
真ま

ほ穂
（
桧
木
内
小
学
校
２
年
）

審査委員長の西宮陽助氏
「応募作品はすべてが素晴らしく、

どれに賞をあげたらいいか迷った」

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
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保健・健康
の

掲示板
　

昨
年
８
月
10
日
に
公
布
さ
れ
た
年
金
確

保
支
援
法
で
は
、
国
民
年
金
に
関
し
て
、

時
効
に
よ
っ
て
納
付
で
き
な
く
な
っ
た
一

定
期
間
の
保
険
料
を
本
人
の
希
望
に
よ
り

納
付
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
取
扱
い
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
扱
い
は
、
平
成
24
年
10
月
１
日

か
ら
３
年
間
に
限
っ
て
実
施
さ
れ
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。

保
険
料
の
後
納
の
特
例
措
置

　

国
民
年
金
の
毎
月
の
保
険
料
は
、
翌
月

末
日
ま
で
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。ま
た
、保
険
料
を
滞
納
し
た
場
合
に
は
、

２
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
２
年
を
経
過

す
る
と
時
効
に
よ
り
納
付
で
き
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
保
険
料
の
免
除
の
適
用
を
受

け
た
り
、
学
生
納
付
特
例
や
若
年
者
納
付

猶
予
の
適
用
を
受
け
た
場
合
に
は
、
免
除

な
ど
の
適
用
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
の

全
部
ま
た
は
一
部
を
追
納
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
追
納
は
、
10
年
前
の
分
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
追
納
す
る
保
険
料
の
額
は
、

３
年
度
以
上
前
の
分
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

付
す
る
場
合
に
は
、
当
時
の
保
険
料
の
額

に
一
定
の
加
算
が
行
わ
れ
た
も
の
と
な
り

ま
す
。

　

今
回
の
保
険
料
の
後
納
の
特
例
措
置
は
、

こ
の
保
険
料
の
追
納
と
は
別
に
、
保
険
料

を
納
め
忘
れ
た
被
保
険
者
を
対
象
に
し
た

も
の
で
、
今
年
の
10
月
１
日
か
ら
３
年
以

内
の
期
間
に
限
っ
て
保
険
料
の
後
払
い（
後

納
）
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
特
例
措
置
に
よ
り
、
保
険
料
の
納

め
忘
れ
が
あ
る
人
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の

承
認
を
受
け
て
、
平
成
24
年
10
月
１
日
か

ら
３
年
間
に
限
っ
て
、
過
去
２
年
分
だ
け

で
な
く
過
去
10
年
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
保
険
料
の
後
納
が
で
き
る
の
は
、

平
成
24
年
10
月
１
日
よ
り
３
年
間
、

後
納
保
険
料
の
納
付
が
で
き
ま
す

時
効
に
よ
っ
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
期
間
分
（
２
年
以
上
前
の
期
間
分
）
の

保
険
料
に
限
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
保
険

料
の
後
納
の
承
認
を
受
け
る
と
き
に
、
時

効
に
な
っ
て
い
な
い
２
年
以
内
の
期
間
に

つ
い
て
保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
場
合
に
は
、

そ
の
保
険
料
を
先
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
こ
の
保
険
料
の
後
納
を
行
う
場

合
に
は
、
保
険
料
の
追
納
の
場
合
と
同
様

に
、
当
時
の
保
険
料
の
額
に
一
定
の
加
算

が
行
わ
れ
た
保
険
料
（
後
納
保
険
料
）
を

納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

後
納
保
険
料
の
納
付
は
、
先
に
経
過
し

た
月
分
の
国
民
年
金
の
保
険
料
（
加
算
が

行
わ
れ
た
保
険
料
）
か
ら
順
次
行
い
ま
す
。

そ
し
て
、
後
納
保
険
料
が
納
付
さ
れ
る
と
、

納
付
が
行
わ
れ
た
日
に
、
そ
の
納
付
が
行

わ
れ
た
月
の
国
民
年
金
の
保
険
料
が
納
付

さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
保
険
料
の
後
納
に
よ
っ
て
、
第
３

号
被
保
険
者
期
間
の
不
整
合
記
録
に
よ
り

２
年
以
上
前
の
保
険
料
未
納
期
間
が
あ
る

人
に
つ
い
て
も
、
そ
の
期
間
を
保
険
料
納

付
済
期
間
と
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

し
て
い
る
人
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
だ
よ
り

国民年金だより
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保
健
・
健
康
の
掲
示
板

　仙北市包括支援センターでは、「明る

く生きること」というテーマで、一人芝

居と講演会を開催します。

　能代市在住のミュージカル公演などで

活躍している今立善子さんが講師です。

方言丸出しで語られる善ババの一人芝居

と、明るく生きることについての講演を

行います。

　笑いあり、涙ありの講演会です。ぜひ

お越しください。

●日時／ 3 月 21 日（水）

　【受付】13：00 ～ 13：20

　【開演】13：20 ～ 15：00

●会場／角館樺細工伝承館

●内容／一人芝居と講演

　【テーマ】「明るく生きること」

　【講師】今立善子（能代小劇場副代表）

●申込締切／ 3 月 12 日（月）

●田沢湖・西木地区の方については送迎

　バスを運行しますので、申し込みの際

　にお尋ねください。ただし、定員にな

　り次第バス利用をお断りすることに

　なりますので、ご了承ください。（田

　沢湖～内野バス停 12 時発、西木～紙

　風船館 12 時 5 分発）

●車でお越しの方は、桜並木駐車場をご

　利用ください。

●申込・問合せ／仙北市包括支援センター

　 43-2283

介護予防講演会のお知らせ

「善
ぜん

ばばに笑いの渦」 4

●日程／ 21 日（水）

●時間・場所／

　① 10：00 ～ 11：00

　　北光金属工業（株）田沢湖工場

　② 11：20 ～ 12：20　谷口石油（株）

　③ 13：40 ～ 14：40　角館消防署

　④ 15：00 ～ 16：00

　　市立角館総合病院

●問合せ／仙北市保健課　 55-1112

3月献血の日程 3

　認知症の方を自宅で介護されている家

族の方々は、様々な悩みを抱え、その思

いは深く複雑ではないでしょうか。

　一人で抱え込んではつらい介護の悩み

も、同じような経験をしている人どうし

で、話すと楽になったり介護のヒントが

つかめたりします。

　包括支援センターでは、毎月１回、家

族の方々とのお話の会を開催していま

す。多くの方の参加をお待ちしています。

●日時／ 3 月 12 日（月）

　10：00 ～ 11：30

●場所／西木総合開発センター　2 階　

　農林研修室

●内容／①認知症についての相談　②悩

　みを出し合いみんなで共に考えましょう

●対象／認知症の方を介護している家族

●問合せ／仙北市包括支援センター　

　 43-2283　

認知症の方を支える家族の会
1

　ベテランの相談員が多重債務に限らず

ギャンブル依存や生活の再建について、

一緒に解決方法を話し合います。

　秘密厳守、予約不要。１人で悩まな

いで、お気軽においでください。

● 日 時 ／ 3月3 日（ 土 ）10：30 ～

15：30

●会場／勤労青少年ホーム（角館町外ノ

山 19 ）

●相談料／無料

●問合せ／仙北市保健課　 55-1112

借金・多重債務・ヤミ金やギャンブル依存
などでお困りの方や家族の方へ

秋田なまはげの会仙北市相談会

6

　心に溜まったことや、気になること、

心配なことつらいこと、話してみません

か。えくぼの会会員がお話を聴きます。

●日時／ 3 月 21 日（水）14：00 ～

　16：00

●会場／角館交流センター

●問合せ／仙北市保健課　 55-1112

傾聴ボランティア
「えくぼの会」

2

　笑いは百薬の長。みんなで笑って元気

になりましょう！

●日時／

　① 3月19日（月）13：00 ～ 15：00

　② 3月26日（月）9：50 ～ 11：30

●会場／田沢湖健康増進センター

●内容／笑いヨガ、血圧測定

　【先生】伊藤晴美 先生（笑いヨガ・ラ

　フターヨガティチャー）

●申込締切／ 3 月 13 日（火）

●申込・問合せ／仙北市保健課　

　 55-1112

中高年のための
笑いヨガでいきがいづくり教室

5

● 3 月の大腸がん検診日程　
検診日程 受付時間 検診会場

5 日（月） 11：00 ～ 14：00 田沢湖総合開発センター

13 日（火）

16：00 ～ 19：00

西木保健センター

14 日（水） 神代就業改善センター

15 日（木） 健康管理センター

平成23年度最後のチャンスです。

健康維持のため、検診は毎年受けましょう！

ご質問・お問い合わせは、仙北市健康管理センターまで　 55-1112　

大腸がん撲滅キャンペーン
（３月の大腸がん検診）

※採便容器にも期限があります。提出用袋（緑色）に「使用期限」
が記載されていますので、期限が切れている場合は、最寄りの地
域センター、出張所からお取り寄せください。



イベント

西木公民館

春休み子どもスペシャル

　読み聞かせグループ「ひまわりの会」

では、春休み子どもスペシャルを開催し

ます。

　紙芝居、昔語り、小物の手作り、など

楽しいことがいっぱい。お昼はみんなで

カレーを食べます。

　いっしょにあそぼう！申し込みお待ち

しています。

●日時／ 3 月 25 日（日）10：00 ～

13：00（昼食付）　●会場／西木保健

センター（クリオンとなり）　●対象／

子どもたち（小学生、園児、幼児）と保

護者　●参加費／無料　●託児／ひま

わりの会がお手伝いしますのでご利用

ください。　●申込／ 3 月 15 日（木）

まで西木公民館へ　 47-3100

講座・講習

小水力発電セミナーの
ご案内

　転職や再就職等を希望している 60 歳

未満の方を対象に、セミナーを開催しま

す。雇用保険受給者の方は、求職活動の

実績としてカウントできますので、ぜひ

ご参加ください。なお、応募の状況等に

より受付を早期に締め切る場合がありま

すので、ご留意ください。

『第 2 回バイオマス人材育成セミナー』
　雇用創出に対する効果が期待できる

「仙北平野の水流を活用した小水力発電」

の取り組みと可能性等について知ること

ができます。

【小水力発電の基礎知識と仙北平野での

有効性、昔の発電機や農業用水の管理施

設および発電機の製造を計画している工

場の見学等】

● 開 催 日 ／ 3 月 13 日（ 火 ）、14 日

（水）、16 日（金）　●時間／ 10：00

～ 15：00　●場所／仙北市総合情報

センター　●定員／ 10 人　●申込期限

／ 3 月 7 日（水）

◆受講料は無料。　◆応募多数の場合は、

選考となります。　◆セミナーの詳細や

お申し込み方法は、ハローワーク角館に

設置している案内チラシや協議会ホーム

ページをご覧ください。

●問合せ／仙北市雇用創造推進協議会

（商工課　緊急雇用対策室内）佐藤　

55-4858　FAX 54-4102　　

URL：http://koyou-semboku.jp/

母子家庭の母などを対象とした

経理事務講習会
　

　母子家庭の母などを対象に経理事務講

習会を開催します。基本技能を習得し、

就労・転職の条件を有利にしましょう！

●受講期間／ 5 月 19 日～ 9 月 8 日（毎

週土曜日）15 日間　＊ 6 月 23 日、8

月 25 日は休みの予定　●会場／秋田県

ひとり親家庭就業・自立支援センター　

研修室　●講習時間／ 10：00 ～ 15：

00（昼休み 1 時間）　●対象／秋田県内

に在住する母子家庭の母、寡婦等　●講

習内容／経理事務（簿記基礎）講座　●

定員／ 20 人　●受講料／無料（テキス

ト代は実費負担）　●申込方法／申込用

紙に記入し下記へ申し込みください。　

●申込締切／ 5 月 10 日（木）15：00

まで　●申込・問合せ／秋田県ひとり親

家庭就業・自立支援センター　 018-

896-1531　 FAX 018-866-2166　

【メール】 jiritusien@blue.ocn.ne.jp

※申込用紙は仙北市福祉事務所（西木庁

舎）、田沢湖・角館庁舎の各地域センター

にあります。

日本語講座
開催日変更のお知らせ
　

　外国から日本に来て、大仙・仙北地域

で暮らしている方のために、無料で日本

語講座を開催していますが、平成 24 年

度から開催日が変更になりますのでお知

らせします。日本語を全く話せない人か

ら、その人にあわせて指導しますのでお

気軽に参加してください。

【平成 24 年 4 月からの開催日と時間】

● 開 催 日 ／ 毎 週 日 曜 日　10：00 ～

12：00（時間変更はありません）　●

会場／角館交流センター（直接、会場に

おいでください）　●問合せ／仙北市生

涯学習課　 43-3383

第 1 回
仙北市総合美術展

●会期／ 3 月 3 日（土）～ 3 月 11 日

（日）　●会場／角館町平福記念美術館　

●開館時間／ 9：00 ～ 16：30（入場

は 16：00 まで）　●展示内容／仙北市

在住の方、仙北市内に勤務している方、

仙北市で芸術活動をしている方からの応

募作品。絵画（日本画・水墨画・洋画）、

書、俳句、写真、陶芸、工芸、手芸　●

入場料／仙北市民無料　●問合せ／仙北

市生涯学習課　 43-3383

第 26 回田沢湖オープン
ソフトテニスインドア大会

●日時／ 3 月 18 日（日）8：00 ～　

●会場／生保内市民体育館　●種目／男

子の部・女子の部（年齢不問）＊男子

60 歳以上は女子の部への出場可　●参

加資格／田沢湖地区在住、在勤者、主催

者が認めた方　●申込／ 3 月 10 日（土）

までペアで申し込んでください（一般、

高校生等）。中学生は 3 月 15 日（木）

まで参加者リストを下記へ FAX してく

ださい。　●申込・問合せ／伊藤雅英　

43-0398　FAX 43-0398

台湾・秋田県・仙北市
文化交流記念公演

第 29 回たざわこ音楽祭

【出演アーティスト】
・台湾文化（音楽）代表団「采風楽坊」

・和力～「DUO」～　・コレンテ

・フリーバーズ

●日時／ 3 月 24 日（土）12：00（開場）

13：00（開演）　●会場／わらび劇場

●入場料／一般 2,000 円（高校生以下

は無料）【チケット取扱】ローソンチケッ

ト、チケットぴあ、わらび座、無料券は

市民会館のみ　●問合せ／仙北市民会館

43-3143

マラソン野球大会   with
県南 B 級ご当地グルメ

　親子３世代が 43 イニングという未知

なる戦いに挑む『マラソン野球大会』を

開催します。このマラソン野球大会の参

加者を募集します。

　秋田県南の B 級ご当地グルメ大集合！

●日時／ 4 月 22 日（日）8：00（試合

開始）　●会場／神岡野球場　●参加費

用／ 500 円（保険料含む）　●申込締切

／ 3 月 23 日（金）　●申込・問合せ／

大曲青年会議所　 0187-62-0883

（月～金　13：00 ～ 16：00）

田沢湖スキー場
イベント情報

2012 ジュニア技術選手権強化キャンプ
●期日／① 3 月 3 日（土）、4 日（日）

② 3 月 10 日（土）　●講師／黒澤国昭

（秋田県ブロック技術員）　●対象／秋田

県ジュニア技術選手権大会に参加する選

手　●料金／ 2 日間参加：10,000 円　

1 日のみの参加：6,000 円　●定員／各

回 20 人（定員になり次第締切）

2012 こどもまつり
●期日／ 3 月 25 日（日）　●講師／渡

辺勇悦・金尚子　●対象／スキーと雪あ

そびを楽しみたい 5 歳～小学 6 年生ま

で　●料金／各回 3,500 円　●定員／

各回 20 人（定員になり次第締切）

●申込・問合せ／田沢湖スキー学校　

46-2653　 FAX 46-2661　

西木公民館

銀粘土細工教室生徒募集
　

  アートクレイシルバーは焼くだけで純

度 99.9％の銀ができる不思議な銀粘土。

どのように細工を施すかはあなた次第で

す。有名ブランドのシルバーアクセサリー

も良いですが、自分が創った自分だけの

シルバーアクセサリーはいかがですか？

  専門スタッフが教えますので、簡単に

楽しみながら創れます。

● 日 時 ／ 3 月 15 日（ 木 ）9：00 ～

12：00　●会場／西木公民館　会議室

●受講料／ 1,500 円（材料費）＊ペン

ダント・キーホルダー・リング等、作品

は持ち帰りです。　●募集定員／ 15 人

●募集期間／ 3 月 6 日（火）まで先着

順　●申込・問合せ／西木公民館　

47-3100

あきた環境優良事業所
認定制度研修会
　

　県内の事業者と市民を対象に、省資源・

省エネ活動の推進をフォローアップする

ことを目的とした研修会を開催します。

●日時／ 3 月 9 日（金）　14：00 ～

16：00　●会場／平鹿地域振興局 大

会 議 室　 ● 申 込 方 法 ／ 電 話・FAX・

E-mail で申し込みください。　●定員

／ 30 人●申込・問合せ／特定非営利

活動法人　環境あきた県民フォーラム　

/ FAX 018-839-8309　E-mail：

mail@eco-akita.org

　　採用

国家公務員採用試験

　人事院では、国家公務員採用総合試験

および一般職試験（大卒程度）を実施し

ます。

総合職試験
●申込受付期間／①インターネット：4

月 2 日（月）～ 9 日（月）　②郵送・持参：

4 月 2 日（月）～ 3 日（火）（受付最

終日の通信日付印有効）●第 1 次試験

日／ 4 月 29 日（日）

一般職試験（大卒程度）
●申込受付期間／①インターネット：4

月 10 日（火）～ 19 日（木）　②郵送・

持参：4 月 10 日（火）～ 11 日（水）

（受付最終日の通信日付印有効）●第 1

次試験日／ 6 月 17 日（日）

　詳しくは人事院ホームページ（http://

www.jinji-shiken.go.jp/juken.html）

または下記へお問い合わせください。

●問合せ／人事院東北事務局　第二課

試験係　 022-221-2022

平成 24 年度国家公務員

国税専門官採用試験
（大学卒業程度）

　仙台国税局では、税務のスペシャリス

トとして活躍するバイタリティーあふれ

る税務職員を募集しています。

●受験資格／①昭和 57 年 4 月 2 日か

ら平成 3 年 4 月 1 日生まれの者　②平

成 3 年 4 月 2 日以降生まれの者で次に

掲げる者　（１）大学を卒業した者およ

び平成 25 年 3 月までに大学を卒業す

る見込みの者　（２）人事院が（１）に

掲げる者と同等の資格があると認める

者　●申込受付期間／①インターネッ

ト：4 月 2 日（月）～ 12 日（木）

インターネット申込専用アドレス

http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.

html　②郵送・持参申込：4 月 2 日（月）

～ 3 日（火）

詳しくは下記へお問い合わせください。

●問合せ／仙台国税局人事第二課　試

験研修係　 022-263-1111

平成 24 年度国家公務員

労働基準監督官採用試験

　人事院および厚生労働省では、広く一

般から労働基準監督官にふさわしい人材

を募集します。

●受験資格／①昭和 57 年 4 月 2 日か

ら平成 3 年 4 月 1 日生まれの者　②平

成 3 年 4 月 2 日以降生まれの者で次に

掲げる者　（１）大学を卒業した者およ

び平成 25 年 3 月までに大学を卒業す

る見込みの者　（２）人事院が（１）に

掲げる者と同等の資格があると認める

者　●申込受付期間／①インターネッ

ト：4 月 2 日（月）～ 12 日（木）

インターネット申込専用アドレス

http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.

html　②郵送・持参申込：4 月 2 日（月）

～ 3 日（火）　●第 1 次試験日・場所

／ 6 月 10 日（日）・秋田大学教育文化

学部 3 号館（予定）　

詳しくは下記へお問い合わせください。

●問合せ／秋田労働局総務部総務課人

事係　 018-862-6681

第1回仙北市
バスケットボール大会

●日時／ 3 月 18 日（日）9：00 ～　

●会場／角館中学校体育館　●参加資格

／仙北市内在住か在勤の社会人　●チー

ム構成／ 5 人以上（男女混合可）＊県

登録選手のコート出場は 2 人以内　　●

参加料／ 1 チーム 2,000 円（当日持参

ください）　●申込期限／ 3 月 9 日（金）

●申込・問合せ／チーム名、代表者名、

連絡先を明記し、「大切」内・高野まで
FAX55-2222 でお申し込みください。

53-2222・090-9743-6728
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西木温泉　クリオン　 47-2010

【大好評！温泉三昧湯治プラン】　
　ご好評いただいております「温泉三昧湯治プラン」も今
月 31日までとなりました。
　お一人様からご家族、グループまで大歓迎です。
　ゆっくりのんびりクリオンの温泉に入って日頃の疲れを
癒してください。
● 2 泊 3 日（５食付）　●料金／お一人様 8,800 円（税込）
●期間／ 3 月 31日まで

【花いっぱいの仙北市、お花見のお供に♪】
　八津のカタクリ、刺巻のミズバショウ、角館の桜。仙北
市の春は花満開！
　お花見弁当、立ち寄り昼食大歓迎！クリオンの料理で楽
しいお花見にしませんか？
●オードブル：6,000 円～　●弁当：1,000 円～　
●折詰：2,000 円～　
＊お花見期間中（4 月16 日～ 5 月 6 日）のご予約、大好
評承り中。

株式会社　西宮家　 52-2438　

【ひなまつりランチ】
●日時／ 3月3日（土）11：00 ～ 14：00
●料金／ 1,200 円

【ホワイトデーランチ】
●日時／ 3月14日（水）11：00 ～ 14：00
●料金／ 1,200 円

【大人ブラウス】
●日時／ 3月15日（木）～ 19 日（月）10：00 ～ 17：00
●場所／米蔵 2F

株式会社　花葉館　 55-5888

【韓国料理フェア】

●日時／ 3月23 日（金）18：30 ～ 20：30
●料金／韓国料理バイキング
　　　　お一人様 4,200 円（税込）（飲み放題）

＊謝恩会・歓送迎会等、各種ご宴会のご予約承ります。

第 3 セクター情報

ハートハーブ
【とんぼ玉教室開催】

　春色のガラスを溶かして、世界で一つだけのオリジナル
のガラス玉を作ってみませんか？
●開催日／① 3 月 20 日（火・祝）　② 3 月 25 日（日）

●講師／浅利めぐみ 先生（西木町在住）
●料金／ 2,000 円～

株式会社　アロマ田沢湖　 43-2424

　　相談

社会福祉協議会
3月の心配ごと相談日程
　

　社会福祉協議会では、相談援助活動と

して心配事相談を行っています。地域や

日常生活で抱える心配ごとに相談員が適

切な助言を行い、相談内容によっては関

係機関へ連絡をとるなど、心配ごとの解

決の手助けをさせていただきます。お気

軽にご利用ください。

●日時・場所／

▲

8 日（木）13：00

～ 16：00・社会福祉協議会角館支所　

▲

14 日（ 水 ）13：00 ～ 16：00・

神代出張所　

▲

15 日（木）10：00

～ 12：00・紙風船館　

▲

21 日（水）

13：00 ～ 16：00・田沢湖総合開発

センター　

▲

22 日（木）13：00 ～

16：00・社会福祉協議会角館支所　

●問合せ／仙北市社会福祉協議会　

52-1624

行政に関する相談ごとは
行政相談委員に
　

　行政相談委員は、総務大臣から委嘱を

受け、国の仕事などについての苦情や意

見・要望を受け付け、皆さんと関係行政

機関との間に立って、その解決を図る、

いわば「行政と住民のパイプ役」です。

仙北市の行政相談委員は次の 3 人の方

で、自宅で相談を受付けていますので、

お気軽にご相談ください。

【行政相談委員】
◆難波　輝子　TEL 43-0782

　田沢湖生保内字水尻 7

◆大楽　進　TEL 53-2690

　角館町七日町 34

◆小西　範子　TEL 49-2154

　西木町上桧木内字中泊 97

●相談所開設日時・場所／

▲

3 月 14 日

（水）13：00 ～ 16：00・神代出張所

▲

3月21 日（水）13：00 ～ 16：00・

田沢湖総合開発センター　●問合せ／仙

北市総務課　 43-1111

お知らせ

3 月の休日歯科当番医

◆ 4 日／ささき歯科医院

　（田沢湖） 44-3548

◆ 11日／高橋歯科医院

　（大仙市角間川町） 65-2238

◆ 18 日／たかはし歯科医院

　（美郷町境田） 82-1118

◆ 25 日／にしき歯科クリニック

　（西木町） 47-3855

＊市外局番はすべて「0187」

森林の所有者届出制度が
4 月からスタートします

　昨年 4 月の森林法改正により、今年

4 月以降、森林の土地の所有者となった

方は市町村長への事後届出が義務付けら

れました。

●届出対象者／個人・法人を問わず、売

買や相続等により森林の土地を新たに取

得した方は、面積に関わらず届出をしな

ければなりません。ただし、国土利用計

画法に基づく土地売買契約の届出を提出

している方は対象外です。　●届出期間

／土地の所有者となった日から 90 日以

内に、取得した土地のある市町村の長に

届出をしてください。　●届出事項／届

出書には、届出者と前所有者の住所氏名、

所有者となった年月日、所有権移転の原

因、土地の所在場所・面積とともに、土

地の用途等を記載します。添付書類とし

て、登記事項証明書（写しも可）または

土地売買契約書など権利を取得したこと

が分かる書類の写し、土地の位置を示す

図面が必要です。

＊詳しくは仙北市農山村活性課（

43-2207）または秋田県仙北地域振

興局農林部森づくり推進課（ 0187-

63-6113）までお問い合わせください。

なお、上記の内容は平成 23 年 12 月段

階の検討内容です。 4 月納入分から
協会けんぽの保険料率が
上がります

　協会けんぽ秋田支部は、主に中小企業

にお勤めの従業員とそのご家族約 34 万

人が加入する健康保険です。賃金の低

下や医療費の増加に加え、高齢者医療制

度への拠出金の増加により、平成 24 年

4 月納付分から健康保険料率 10.02％

（ 平 成 23 年 度 9.54 ％）、40 歳 か ら

64 歳までの方に対する介護保険料率は

1.55％（平成 23 年度 1.51％）に引き

上げとなります。

月収

（税引き前）

お勤めの方ご本人負担分

（増加分）

健康保険料 介護保険料

20 万円
月額

約 480 円

月額

約 40 円

＊任意継続被保険者の方は、事業主負担

分も加わります。

●問合せ／全国健康保険協会（協会けん

ぽ）秋田支部　 018-883-1841

春を告げる
桜の手入れ作業

　3 月に入り、今年

も桜の季節を迎え

るにあたって、国名

勝指定桧木内川堤

の桜を手入れする

作業が始まってい

ます。

　桜は手入れ次第

で花の咲き方が全

く違ってきますが、今回は、冬期間の積

雪により折れた枝・病気にかかった枝・

枯れ枝等を、高所作業車を使い切除して

います。この作業は天候にも左右されま

すが、3 月から 4 月の上旬まで続けら

れます。

　堤を散歩する方や、近隣住民の皆様に

は大変ご迷惑をお掛けしますが、重機を

使用し、枝が落下するなどの危険が生じ

ますので、作業中は付近に近寄らないよ

うご協力をお願いします。

●問合せ／仙北市文化財課　 43-

3384東日本大震災（3月 11 日）
あれから 1年、震災への警戒意識を高めましょう！

日頃の備え

①家庭内の防災意識の高揚
　◆安全な避難場所・避難ルート等を確認しておきま

　　しょう。

　◆任務分担と避難要領を確認しておきましょう。

　◆災害用伝言サービスの活用など、家族間の連絡手

　　段を確認しておきましょう。

②環境整理
　◆家屋内および自宅周辺を定期的に点検しておきま

　　しょう。

　◆家屋、家財道具等の転倒・落下防止等の措置を講

　　じておきましょう。

　◆避難経路の環境整理に努めましょう。

③非常持出品の準備
　◆懐中電灯、携帯ラジオ、水筒、救急医療用品、貴重品、

　　　　非常食等の非常持出品を準備しておきましょう。

　◆非常持出品は、すぐに持ち出せる場所に準備して

　　おきましょう。

津波への対応

①大きな揺れを感じたら津波に警戒
　沿岸で地震を感じたら、津波に警戒しましょう。

②津波情報をテレビ・携帯ラジオで確認
　防災行政無線、テレビ、ラジオ等で正しい情報を入

　手しましょう。

③津波警報が発表されたら直ちに高台に避難
　近くに高台がなければ、丈夫な高い建物のより高い
　階へ避難
　◆地域ぐるみで協力し、声を掛け合い避難しましょう。

　◆避難は徒歩（必ず靴を履く）、ヘルメットなどをか

　　ぶり、あらかじめ定められた避難場所へ避難しま

　　しょう。（荷物は非常持出袋など必要最少限度）

　◆海水浴や磯釣りをすぐやめて高いところへ避難し

　　ましょう。

　◆逃げるときは、川沿いを避けましょう。

　◆津波は繰り返し来ます。注意報・警戒解除まで注

　　意しましょう。

　◆その後の余震に注意しましょう。

●連絡先／仙北警察署　 53-2111
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1

2

3

おはなし会　うさぎのみみ
■時間　10：00 ～　■場所　総合情報センター

第1回仙北市総合美術展　　～ 11日（日）まで
■時間　9：00 ～ 16：30　■場所　角館町平福記念美術館

秋田なまはげの会仙北市相談会
■時間　10：30 ～ 15：30　■場所　勤労青少年ホーム

第16回角館小学校ドリームハーモニー
ラストコンサート
■時間　13：30 ～　■場所　角館小学校体育館

4

5

6

7

8
年中行事を通して角館武士の食を学ぼう
～『井蛙談』より
■時間　13：30 ～　■場所　旧石黒（恵）家

社会福祉協議会　心配ごと相談日
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　社会福祉協議会角館支所

9
社会福祉協議会　子育て支援事業
お子さんと一緒に楽しい1日を過ごしませんか？
■時間　10：00 ～ 14：00　■場所　角館交流センター

10 西木公民館　ホワイトデーのお菓子教室
■時間　9：00 ～ 12：00　■場所　西木保健センター

11

12 認知症の方を支える家族の会
■時間　10：00 ～ 11：30　■場所　西木総合開発センター

13

14
行政相談所開設
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　神代出張所

社会福祉協議会　心配ごと相談日
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　神代出張所

15
西木公民館　銀粘土細工教室
■時間　9：00 ～ 12：00　■場所　西木公民館

社会福祉協議会　心配ごと相談日
■時間　10：00 ～ 12：00　■場所　紙風船館

16

17 高野遺跡の報告会
■時間　13：30 ～　■場所　紙風船館

18
第1回仙北市バスケットボール大会
■時間　9：00 ～　■場所　角館中学校体育館

第26回田沢湖オープンソフトテニス
インドア大会
■時間　8：00 ～　■場所　生保内市民体育館

19 笑いヨガでいきがいづくり教室
■時間　13：00 ～ 15：00　■場所　田沢湖健康増進センター

20

水

仙北市の行事予定

3月1日（木）～20日（火）

日

木

木

日

金

土

火

金

金

木

月

火

水

月

日

土

月

土

火
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▼ 2 月はたくさんの冬まつりが行

われました。当然寒いだろうと、

必要以上に着込んで取材に出かけ

ました。指の先から足の先まで完

璧です。雪を漕いで歩いても全然

問題なし！と思い、いざ外へ。・・・

あれ？寒い。というか痛い。耳の

存在をすっかり忘れていました。

来年は耳にも保温を。（SA）　 ▼

趣味でバスケットをしていますが、

このごろ体力の低下を感じます。

3 月 18 日には、中止になってい

た「第 1回仙北市バスケットボー

ル大会」が開催されます。出場予

定なので、最近さぼり気味だった

トレーニングを再開しようと思い

ます。健康のためにも・・・。（ＴR）

▼朝晩寒い日がまだ続いています。

今年は雪の量も多いですが、いつ

もの冬よりずっと寒いのではない

でしょうか？最近は家の水道が凍

らないよう心配する毎日です。こ

の号が皆さんの手元に届く頃には、

暖かくなってくれればと思います

がどうでしょう。はやく春よ来い。

いや、来てください。お願いします。

（YO）

編集後記

○○のつぶやき

松葉・相内の裸参り
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　おたんじょうおめでとう  〈氏名（保護者）住所〉
鈴木  亜

あ ず ま

逗磨  ( 謙一 ) 生保内字武蔵野

照島  耀
よ う

生 　 ( 憲仁 ) 生保内字上滝沢

菅原  彩
い ろ は

葉　  ( 拓磨 ) 生保内字武蔵野

鎌田  恭
きょうや

也 　 ( 大伸 ) 生保内字武蔵野

平岡  愛
あ い り

理   　( 敬博 ) 小松字寄合

福岡  進
し ん の す け

之介   ( 進也 ) 梅沢字森腰

田口  龍
た つ た

汰　   ( 雅行 ) 上菅沢

渡辺  瑛
え い た

太   　( 英文 ) 中菅沢

佐藤  うるは  ( 純 )　広久内合野

佐藤  穂
ほ の か

華　  (絢也 ) 門屋字屋敷田

佐藤  大
た い が

我  　( 翔太 ) 門屋字入江

江橋  杜
と わ

和　  ( 亨 ) 小渕野字袖野

 　　　　　　　　　　　   
  出生　１２人

死亡　４６人
転入　３１人　
転出　４０人

人口の動き１月   （前月比）　（前年同月比）

   人口　   ２９，９２１人　  （－４３）　（－３６５）
  （男）　　１４，０３８人　  （－２０）　（－１７３）
  （女）　　１５，８８３人　  （－２３）　（－１９２）
  世帯数　１０，８４３世帯（＋　１）　（＋　３６） １月届出分・敬称略

戸籍の窓口から

【仙北市社会福祉協議会へ】

世古寸喜展世話人会
高橋秀勝 ( 生保内字黒沢野 )
石場孝浩 ( 生保内字武蔵野 )
田村清一 ( 生保内字四十程 )
三浦義捷 ( 神代字竹原 )
田沢湖高原町内会
　　　　会長　佐々木幸司
茶たての清水を守る会
　　　　会長　青柳征

ありがとうございます

善  意

( １月受付分 )  敬称略

か
く
の
だ
て
Ｆ
・
Ｃ

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
だ
よ
り

おくやみもうしあげます  〈氏名（年齢）住所〉
三浦  トモヱ  　(94) 田沢字春山

村田  行雄　　  (75) 生保内字下高野

坂本  トシ　　  (88) 生保内字上滝沢

髙橋  ミイ　  　(95) 生保内字武蔵野

田村  リツ　　  (80) 生保内字武蔵野

加藤  カネノ　  (91) 生保内字武蔵野

栁本  一郎　　  (91) 生保内字男坂

熊澤  キヱノ　  (91) 生保内字小杉沢口

草彅  久　　　  (81) 生保内字上堂田

羽根川  一　　  (85) 田沢字寺下

金  忠一　　　  (86) 卒田字早稲田

佐々木  ヨシ子  (78) 梅沢字大石野

大石  久夫　　  (86) 梅沢字森腰

中村  市郎　  (92) 金山下

藤原  シン　  (102) 菅沢

茜谷  ソヨ　  (93) 菅沢

中嶋  春雄　  (87) 上菅沢

菅原  敏子　  (69) 岩瀬下タ野

梅澤  キヤ　  (82) 細越町

三浦  ユリ　  (94) 細越町

鈴木  典四郎  (83) 中町

田口  葊　　  (75) 山谷川崎雫田

黒澤  忠雄  　(92) 山谷川崎黒沢

髙山  藤悦　  (65) 小勝田前田

田口  榮治　  (87) 雲然上町屋

山形  タヱ　  (90) 下延切吹田

草薙  みずほ　  (38) 白岩前郷

藤𠩤  キヨ　  　(86) 薗田清水涌

佐藤  利和　  　(64) 広久内小山下

佐々木  本治　  (87) 広久内舟場

鈴木  アキ　 　 (77) 上桧内字西下戸沢

浅利  恭二　　  (88) 上桧内字粟掛

浅利  賢治郎　  (81) 桧木内字相内潟

門脇  幸雄　  　(83) 桧木内字松葉

辻  吉二郎　　  (99) 桧木内字畑中

佐藤  禎子　　  (87) 門屋字屋敷田

鶴田  隆三　  　(83) 小渕野字山崎

佐藤  正司　  　(80) 小渕野字小渕野

佐藤  京子　　  (84) 小渕野字西田

　
小
正
月
行
事
等
が
数
多
く
開
催
さ
れ
た
２

月
が
よ
う
や
く
過
ぎ
ま
し
た
。
今
年
は
２
月

６
日
の
桧
木
内
中
里
「
カ
ン
デ
ッ
コ
あ
げ
」

と
生
保
内
「
な
ろ
か
」
を
皮
切
り
に
、
10
日

「
上
桧
木
内
の
紙
風
船
上
げ
」、
13
日
・
14
日

「
火
振
り
か
ま
く
ら
」、
17
日
～
19
日
「
田
沢

湖
高
原
雪
ま
つ
り
」、
19
日
桧
木
内
松
葉
・

相
内
の
「
裸
参
り
」
と
近
接
し
た
日
程
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
お
祭
り
で
は
、
地
元
テ
レ
ビ

局
を
は
じ
め
ラ
ジ
オ
局
や
報
道
各
社
な
ど
多

く
の
メ
デ
ィ
ア
が
会
場
を
訪
れ
、
会
場
か
ら

の
中
継
放
送
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
っ
て
い
る

撮
影
支
援
で
は
、
何
度
も
仙
北
市
を
訪
れ
て

お
祭
り
や
撮
影
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
熟
知
し
て

い
る
撮
影
ス
タ
ッ
フ
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
れ

ば
、
情
報
が
少
な
い
中
で
現
地
を
訪
れ
る
撮

影
ス
タ
ッ
フ
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。

　
な
か
に
は
天
候
や
撮
影
環
境
が
万
全
で
な

い
状
況
で
撮
影
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
撮
影
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
も
さ
す

が
は
プ
ロ
。
ど
の
よ
う
な
想
定
外
の
ア
ク
シ

デ
ン
ト
に
も
臨
機
応
変
に
対
応
し
、
何
ご
と

な
く
撮
影
を
終
わ
ら
せ
ま
す
。
プ
ロ
根
性
こ

こ
に
あ
り
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
い

つ
も
感
心
ば
か
り
し
て
い
ま
す
。

　
撮
影
支
援
も
裏
側
か
ら
見
る
と
、
そ
れ
ぞ

れ
が
様
々
な
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
し
あ
い
作
品

が
完
成
し
て
い
る
状
況
が
垣
間
見
え
、
と
て

も
楽
し
い
感
じ
が
し
ま
す
。




